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校となり、前より 47.5％減り、中学校は 465 校と














































































































① 2014 年 3 月 1 日～ 4 月 1 日にかけて、赤峰
市アルホルチン旗バヤンウンドゥルソムに位置する
バヤンウンドゥル小学校で現地調査を行った。 
② 2014 年 6 月 3 日～ 7 月 6 日にかけて、赤峰
市モンゴル実験小学校で現地調査を行った。  



































































で、生徒数は 57 名であった。1946 年 8 月に、学
校名を「チャブガ杆廟第一小学校」へと変更した。




生徒数 584 名、教師 7 名であった。1949 年になる
と、全旗の小学校は 144 校、生徒数は 5,337 名、（そ
のうち女子生徒 1,430 人）、教職員 189 名であった。
1956 年には、小学校 183 校、生徒数 14,746 名、




た。同年、全旗小学校数は 397 校、生徒数 44,837 名、
教職員 2,095 名であった。 












































2.2  統合前のバヤンウンドゥルソムの小学校の事例 





＜事例 1 ＞ 
A 氏（「シナ小学校」の元教諭、40 代、女性） 
 
1998 年から、「シナ小学校」で勤め始めた。
その時、教諭は 4 名、生徒は 38 名だった。
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B 氏（「シナ小学校」の元教諭、50 代、女性） 
1995 年から、「バハト小学校」で勤め始















2.2.2  バヤンウンドゥルソムの小学校の事例 




















































































































以下の表 1 に示すように、小学 1 年の授業はモン
ゴル語、数学、体育、サッカー、音楽、美術、品徳、
学校、担当、安全、故郷の 11 科目がある。モンゴ
ル語は毎日 1 ～ 2 時間で、週当たり 8 時間である。
数学は週 5 時間になっている。その他、体育の科目
が週 2 時間で、サッカーの科目が 1 時間となってい
る。担当の科目が週 3 時間となっている。学校、品徳、
音楽と美術は週 2 時間である。安全、故郷の科目が
週 1 時間となっている。 
モンゴル民族に関する科目としては、まずモンゴ






（出典：2014 年 3 月、バヤンウンドゥル小学校にて、筆者撮影。）
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（出典：2014 年 3 月、バヤンウンドゥル小学校にて、サ教諭提供。）
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から 1 限の授業が始まる。午前中は 4 つの授業があ







ら朗読の時間が 40 分ある。その後、夕食の時間 1































































































































ゴル族 37 名 ( 約 44％ )、漢民族 47 名（約 56％）
である。生徒数は 710 名、そのうち、モンゴル民族
の生徒は 170 名（約 24％）、漢民族の生徒は 540
名（約 76％）である。 
2.5.1 時間割と各教科の時間数の分析
以下の表 3 に示すように、小学 1 年生の授業はモ
ンゴル語、数学、体育、音楽、美術、品徳、手芸、
写真８　赤峰市モンゴル民族実験小学校
（出典：2014 年 6 月、赤峰市モンゴル民族実験小学校にて、筆者撮影。）
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安全、民族の 9 科目がある。モンゴル語は毎日 2 時
間で、週当たり 10 時間である。数学は週当たり 8
時間になっている。その他、体育の科目が週 3 時間
で、手芸と美術は週 2 時間である。品徳、音楽、安全、







以下の表 4 に示すように、小学 2 年生の授業はモ
ンゴル語、中国語、数学、体育、音楽、美術、品徳、
手芸、安全、民族の 10 科目がある。モンゴル語は
毎日 1 ～ 2 時間で、週 9 時間で、週 7 時間になっ
ている。中国語が週 4 時間となっている。その他、











以下の表 5 に示すように、小学 3 年生の授業はモ
ンゴル語、中国語、英語、数学、体育、音楽、美術、
品徳、科学、朗読、作文、安全、民族の 13 科目が
ある。モンゴル語は毎日 1 ～ 2 時間で、週 8 時間で






















































（出典：2014 年 6 月、赤峰市モンゴル民族実験小学校にて、筆者撮影。）
写真９『風俗の憧れ』表紙　　写真 10『風俗の憧れ』目次
（出典：『風俗の憧れ』編集者のヘ氏が提供。）
 写真 11　モンゴルゲルに展示している鞍    












表を見ると、3 年から「朗読」の科目が 1 週間に
1 時間ある。この「朗読」の科目が、教諭への聞き




物語』という 4 冊本（写真 11 ～ 14）を読むように










































































（出典：ともに 2014 年 6 月、烈士の碑にて筆者撮影。）
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